
１ 調査の概要 

 

（１）調査の目的 

       本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導 

   の工夫改善を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

 

（２）調査の対象 

        ○県内の公立小・中学校（さいたま市を除く）及び義務教育学校に在籍する小学校 

     第４学年から中学校第３学年の児童生徒 

      ・５６市町村／６２市町村中 

      ・８９３校／１，０５８校中 

          小学校   ５８７校／７０２校中 

               １１９，９７７人／約１５１，０００人中 

          中学校   ３０５校／３５５校中 

               １１３，９４３人／約１４７，０００人中 

         義務教育学校   １校 １１７人 

     ○県内の公立小・中学校及び義務教育学校並びに市町村教育委員会（さいたま市を

除く。）     

 

対象学年 教 科 調査実施日 

小学校第４学年 国語 算数 

 令和２年６月 １日（月） 

    ～７月１６日（木） 

小学校第５学年 国語 算数 

小学校第６学年 国語 算数 

中学校第１学年 国語 数学 

中学校第２学年 国語 数学 英語 

中学校第３学年 国語 数学 英語  
 

（３）調査の内容 

    調査には、児童生徒が解答（回答）する「児童生徒に対する調査」と、学校が回答

する「学校質問紙調査」、市町村教育委員会が回答する「市町村質問紙調査」がある。 

 

ア 教科に関する調査 

（ア）対象学年 

 小学校第４学年～中学校第３学年 

（イ）対象教科 

 小学校第４学年～小学校第６学年 … ２教科（国語、算数） 

 中学校第１学年         … ２教科（国語、数学） 

 中学校第２、３学年       … ３教科（国語、数学、英語） 

で実施 



（ウ）出題範囲 

 「小（中）学校学習指導要領（平成２０年告示）」に示された内容及び「小（中）

学校学習指導要領（平成２９年告示）」に示された移行措置の内容で、各学年とも

前学年までの学習内容 

（エ）調査事項 

 基礎的・基本的な知識・技能をみる問題（知識に関する問題）及び基礎的・基本

的な知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

等をみる問題（活用に関する問題）  

 

イ  児童生徒に対する質問紙調査 

（ア）対象学年 

 小学校第４学年～中学校第３学年 

（イ）調査事項 

 学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

 

ウ 学校及び市町村教育委員会に対する質問紙調査 

（ア）対象 

 県内の公立小・中学校 

 県内の市町村教育委員会 

（イ）調査事項 

 学校における教育活動並びに学校及び市町村における教育条件の整備等に関  

する事項 

 

（４） 調査に要する時間 

小学校第４学年～小学校第６学年 

・教科に関する調査の調査時間は１教科４０分とする。 

・質問紙調査の調査時間は４０分程度とする。 

中学校第１学年～中学校第３学年 

・教科に関する調査の調査時間は１教科４５分とする。 

・質問紙調査の調査時間は４０分程度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 


